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7
月
16
日
、第
39
回
石
狩
管
内
肉
用

牛
共
進
会
が
当
別
町
畜
産
共
進
会
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
出
品
頭
数
は
43
頭
で
、未
経

産
5
部
、経
産
2
部
、父
系
群
、母
系
群

の
順
番
で
全
9
部
門
を
北
海
道
酪
農
畜

産
協
会
家
畜
登
録
改
良
部
の
岸
大
輔
主

査
が
審
査
し
ま
し
た
。

9
部
門
の
う
ち
、5
部
門
の
優
秀
賞

1
席
を
北
い
し
か
り
の
組
合
員
が
受
賞

し
ま
し
た
。
1
席
を
受
賞
し
た
牛
に
は
、

9
月
に
開
催
予
定
の
全
道
肉
用
牛
共
進

会
へ
の
出
場
権
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

9
部
門
の
審
査
終
了
後
に
は
、1
席
を

獲
得
し
た
牛
の
中
か
ら
、未
経
産
の
部
と

経
産
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
最
高
位
賞
の
審

査
を
し
、（
株
）榮
田
畜
産（
当
別
）の「
か

つ
は
よ
い
号
」（
第
2
部
優
秀
賞
1
席
）

が
、未
経
産
の
部
の
最
高
位
賞
の
栄
冠
に

輝
き
ま
し
た
。

こ
の
他
の
優
秀
賞
1
席
の
出
品
者
と

各
号
は
次
の
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
北
い
し
か
り
受
賞
部
の
み
記
載
）

・
第
3
部	

市
川
政
廣
氏（
当
別
）

	

「
あ
ゆ
と
ゆ
り
号
」

・
第
4
部	

新
岡
雄
一
郎
氏（
浜
益
）

	

「
あ
い
さ
ん
さ
ん
号
」

・
第
6
部	

上
田
農
場（
有
）（
当
別
）

	

「
ま
な
き
く
号
」

・
第
9
部	

上
田
農
場（
有
）（
当
別
）

	
「
じ
ゅ
ん
た
か
号
」

	
「
ま
な
き
く
号
」

第
39
回
石
狩
管
内

�

肉
用
牛
共
進
会

Ｊ
Ａ
北
い
し
か
り

�

女
性
部
交
流
会

交流会風景 2

挨拶する久慈部長

最高位賞（未経産の部）を受賞した
（株）榮田畜産の「かつはよい号」

交流会風景 1

審査の様子

7
月
18
日
J
A
北
い
し
か
り
女

性
部
は
浜
益
地
区
善
盛
園
で
、毎
年

恒
例
の
部
員
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

部
員
66
名
が
参
加
し
、当
日
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
、さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
で
は
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
行
い
、ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
や

焼
鳥
の
他
、新
鮮
な
ホ
タ
テ
や
野
菜

な
ど
様
々
な
食
材
が
用
意
さ
れ
、皆

さ
ん
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
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高橋隆雄さん宅にて

当
別
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議

会
は
、7
月
5
日
に
大
阪
府
立
豊
中

高
等
学
校
よ
り
修
学
旅
行
生
の
受
け

入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
3
回
目
の
受
け
入
れ
と
な
っ

た
今
回
は
、当
別
地
区
の
岩
中
和
則

さ
ん
、稲
村
英
樹
さ
ん
、高
橋
隆
雄
さ

ん
、原
田
敏
文
さ
ん
、西
当
別
地
区
の

河
野
和
義
さ
ん
が
日
帰
り
で
4
名
ず

つ
受
け
入
れ
、野
菜
の
収
穫
や
木
イ

チ
ゴ
の
定
植
、ハ
ウ
ス
の
組
み
立
て

等
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
日
帰
り
で
の
受
け
入
れ
と

な
り
ま
し
た
が
、帰
り
際
に
別
れ
を
惜

し
む
高
校
生
の
姿
か
ら
、充
実
し
た
研

修
の
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

当
別
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

�

修
学
旅
行
生
の
受
け
入
れ
行
う

搬入される小麦

7
月
26
日
よ
り
、上
当
別
麦
ば
ら

調
製
施
設
で
は
小
麦
の
受
入
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

粗
麦
で
の
受
入
体
制
が
3
年
目
を

迎
え
、今
年
も
丹
精
込
め
て
生
産
さ
れ

た
小
麦
が
連
日
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

担
当
職
員
も
連
日
、均
一
・
良
質
な

1
等
麦
づ
く
り
に
精
を
出
し
、昼
夜

に
関
わ
ら
ず
調
製
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

受
入
品
種
は
秋
小
麦「
き
た
ほ
な

み
」・「
ゆ
め
ち
か
ら
」
の
2
品
種
と
、

春
小
麦「
春
よ
恋
」
の
計
3
品
種
と

な
っ
て
お
り
、品
種
を
切
り
替
え
な

が
ら
9
月
上
旬
ま
で
の
受
入
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

小
麦
受
入
・
調
製
作
業

�

始
ま
る

メロンの出来を確認する生産者と市場関係者

7
月
3
日
、厚
田
メ
ロ
ン
生
産
組
合

は
メ
ロ
ン
の
共
選
を
開
始
し
ま
し
た
。

当
日
は
、生
産
者
や
市
場
関
係
者

な
ど
約
20
名
が
集
ま
り
、出
荷
目
合

わ
せ
も
行
い
ま
し
た
。
検
査
し
た
メ

ロ
ン
の
糖
度
は
16
〜
17
%
と
平
年
並

み
の
高
さ
で
し
た
。

同
組
合
八
木
沼
正
見
組
合
長
は

「
6
月
の
長
雨
や
日
照
不
足
の
影
響

で
、や
や
小
玉
傾
向
だ
が
、糖
度
は
高

く
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

尚
、同
組
合
に
よ
る
共
選
の
出
荷

予
定
数
量
は
98
t
で
、品
種
の
切
り

替
え
に
よ
る
休
み
を
挟
み
な
が
ら
、

10
月
下
旬
ま
で
続
く
予
定
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

メ
ロ
ン
共
選
開
始

防犯訓練の様子

7
月
4
日
、厚
田
支
所
金
融
店
舗

で
防
犯
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
で
は
、窓
口
で
モ
デ

ル
ガ
ン
を
突
き
付
け
ら
れ
、現
金
を

要
求
さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
て
行

い
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
の
講
評
で
は
、ま
ず

は
お
客
さ
ん
、職
員
の
身
を
守
る
こ

と
を
優
先
し
た
対
応
を
心
が
け
る

こ
と
を
再
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、犯
人
の
特
徴
を
覚
え
る
た

め
の
工
夫
や
犯
行
時
の
電
話
対
応

等
、
細
か
い
部
分
の
確
認
も
行
い
、

万
一
の
時
へ
の
準
備
を
整
え
て
い

ま
し
た
。

金
融
事
務
所
防
犯
訓
練

�

行
わ
れ
る
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写真を使って説明する青年部員

講習を受ける参加者

7
月
17
日
、青
年
部
当
別
ブ
ロ
ッ

ク
で
は
、当
別
小
学
校
の
5
年
生
を

対
象
に
子
ど
も
農
業
体
験
を
開
催
し

ま
し
た
。

今
回
の
体
験
学
習
は
大
豆
の
草
取

り
を
テ
ー
マ
に
当
別
町
東
裏
の
大
塚

農
場
の
大
豆
圃
場
で
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、青
年
部
員
か
ら
草
を
取
る
意

味
や
、農
薬
の
役
割
に
つ
い
て
写
真
を

使
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、草

取
り
の
実
践
を
行
い
、子
ど
も
達
は
一

生
懸
命
作
業
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
農
薬
散
布
の
実
演
や
ト
ラ

ク
タ
ー
へ
の
試
乗
等
も
行
い
、子
ど

も
た
ち
は
農
業
機
械
に
も
興
味
を
示

し
て
い
ま
し
た
。

7
月
10
日
、も
ぎ
た
て
市
部
会
は
、

ホ
ク
レ
ン
長
沼
研
究
農
場
で
開
催
さ

れ
た
栽
培
講
習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

品
目
ご
と
に
担
当
者
よ
り
説
明
を

受
け
、参
加
者
は
質
問
し
て
は
メ
モ
を

取
り
積
極
的
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、も
ぎ
た
て
市
の
今
年
度
の

出
荷
は
、6
月
30
日
よ
り
ホ
ク
レ
ン

シ
ョ
ッ
プ
朝
里
店
に
て
開
始
し
て
い

ま
す
。

10
年
目
を
迎
え
た
今
年
は
、新
規

部
員
2
名
が
加
入
し
て
18
名
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
10
月
末
ま

で
の
出
荷
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、近
く
へ
お
越
し
の
際
は
、是
非
お

立
ち
寄
り
下
さ
い
。

農林水産省生産局長賞を受賞した
木屋路尚史氏のオリエンタルユリ

惜しくも準優勝の北いしかりナイン

7
月
24
日
、第
34
回
北
海
道
花
き
品

評
会
切
り
花
の
部
が
、札
幌
花
き
地
方

卸
売
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

品
評
会
に
は
、全
道
各
地
か
ら
選

り
す
ぐ
り
の
切
り
花
が
出
品
さ
れ
た

中
、農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞
を
木

屋
路
尚
史
氏（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ユ
リ
）

が
受
賞
し
、ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組

合
連
合
会
賞
は
竹
田
義
浩
氏（
デ
ル

フ
ィ
ニ
ュ
ー
ム
）
が
受
賞
す
る
な
ど
、

北
い
し
か
り
生
産
者
も
見
事
上
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（
J
A
北
い
し
か
り
受
賞
者
の
み
記
載
）

・
農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞

	

木
屋
路
尚
史
氏（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ユ
リ
）

・
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会
賞

	

竹
田
義
浩
氏（
デ
ル
フ
ィ
ニ
ュ
ー
ム
）

・（
株
）札
幌
花
き
地
方
卸
売
市
場
賞

	

前
澤
良
氏（
サ
ン
ダ
ー
ソ
ニ
ア
）

7
月
12
日
、13
日
の
2
日
間
に
わ

た
り
、第
56
回
石
狩
管
内
J
A
野
球

大
会
が
石
狩
市
青
葉
球
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

北
い
し
か
り
チ
ー
ム
は
、12
日
の

初
戦
で
強
豪
J
A
さ
っ
ぽ
ろ
チ
ー

ム
と
対
戦
し
、2
対
1
で
見
事
勝
利

し
ま
し
た
。

翌
日
の
決
勝
戦
で
は
、
J
A
道
央

チ
ー
ム
に
こ
ち
ら
も
接
戦
の
末
、2

対
1
で
惜
し
く
も
敗
れ
、2
年
連
続

の
優
勝
は
逃
し
ま
し
た
が
、善
戦
し

た
北
い
し
か
り
チ
ー
ム
に
お
お
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
農
業
体
験

～
青
年
部
当
別
ブ
ロ
ッ
ク
～

も
ぎ
た
て
市
部
会
栽
培
講
習
会
参
加

�

～
ホ
ク
レ
ン
長
沼
研
究
農
場
～

北
海
道
花
き
品
評
会

石
狩
管
内
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
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男山酒造り資料館での記念撮影

講習を聞く参加者

7
月
3
日
、
女
性
部
西
当
別
ブ

ロ
ッ
ク
で
は
17
名
の
参
加
に
よ
り

研
修
旅
行
を
開
催
し
ま
し
た
。

旭
川
方
面
で
の
研
修
を
行
い
、男

山
酒
造
り
資
料
館
、上
野
フ
ァ
ー
ム
、

J
A
あ
さ
ひ
か
わ
農
産
物
直
売
所

「
あ
さ
が
お
」等
を
視
察
し
ま
し
た
。

男
山
酒
造
り
資
料
館
で
は
、お
酒
の

歴
史
や
昔
の
道
具
等
を
学
ん
だ
後
、季

節
限
定
品
等
の
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の

お
酒
を
試
飲
し
て
き
ま
し
た
。
上
野

フ
ァ
ー
ム
で
は
色
と
り
ど
り
の
バ
ラ

等
が
咲
き
、華
や
か
な
雰
囲
気
を
楽
し

み
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、終
始
和
や
か

な
研
修
旅
行
と
な
り
、部
員
た
ち
は
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

6
月
30
日
か
ら
7
月
4
日
ま
で
の

5
日
間
に
わ
た
り
、北
い
し
か
り
各

地
区
で
水
稲
・
小
麦
・
豆
類
を
中
心

と
し
た
現
地
青
空
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
J
A
大
居
主
任
技
師
が
講
師
と

な
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
作
物
の
圃
場
で

生
育
状
況
を
確
認
し
つ
つ
、今
年
の

天
候
を
踏
ま
え
た
栽
培
管
理
や
病
害

虫
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
講

習
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、気
象
の
影

響
を
受
け
に
く
い
圃
場
づ
く
り
に
関

し
て
、土
づ
く
り
に
よ
る
地
力
対
策

に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、水
稲
・
小
麦
・
豆

類
以
外
の
作
物
に
つ
い
て
の
質
問
も

あ
り
、今
後
の
栽
培
管
理
へ
の
準
備

を
整
え
て
い
ま
し
た
。

JA びえい会議室にて

J
A
北
い
し
か
り
役
員
は
7
月
10
〜

11
日
の
2
日
間
、17
名
が
参
加
し
上
川
・

網
走
・
十
勝
方
面
へ
の
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

一
行
は
初
日
午
前
中
に
J
A
び
え
い

を
訪
問
し「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
6

次
産
業
化
」に
対
す
る
取
組
や
J
A
各
施

設
の
設
置
運
営
状
況
に
つ
い
て
熊
谷
代

表
理
事
専
務
、北
野
常
務
理
事
を
始
め
職

員
各
位
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

中
で
も
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
対

す
る
取
組
で
は「
丘
の
ま
ち
美
瑛
」の
全
国

的
な
知
名
度
の
高
さ
を
活
用
し
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
検
討
が
進
め
ら
れ
、そ

の
取
組
と
し
て
平
成
19
年
に
は
J
A
で
は

初
と
な
る
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
備
え

た
野
菜
の
直
売
所「
美
瑛
選
果
」を
オ
ー
プ

ン
。
そ
の
後
も
さ
ら
に
新
千
歳
空
港
や
東

京
有
楽
町
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
等
を

オ
ー
プ
ン
し
知
名
度
ア
ッ
プ
に
努
め
、そ

の
効
果
で
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
売
上
向
上

や
販
路
拡
大
が
成
さ
れ
た
と
の
事
で
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
直
売
所
の
オ
ー
プ
ン

ま
で
の
経
緯
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
等
の

質
問
が
あ
り
、
J
A
び
え
い
か
ら
は
綿
密

な
内
部
協
議
と
組
合
員
の
理
解
、職
員
の

や
る
気
と
専
門
知
識
の
習
得
が
必
要
等
の

回
答
を
頂
き
会
議
室
で
の
研
修
を
終
え
、

引
き
続
き
小
麦
調
製
施
設
・
ト
マ
ト
共
選

施
設
・「
美
瑛
選
果
」を
視
察
。
特
に
ト
マ

ト
に
つ
い
て
は
今
後
、増
産
が
見
込
ま
れ

る
た
め
施
設
の
拡
大
を
計
画
し
て
い
る
事

を
聞
き
J
A
び
え
い
を
後
に
し
ま
し
た
。

2
日
目
は「
第
33
回
国
際
農
業
機
械
展

i
n
帯
広
」を
視
察
。
好
天
に
も
恵
ま
れ
、

ま
た
前
回
が
口
蹄
疫
の
影
響
で
中
止
に

な
っ
た
事
も
あ
っ
た
た
め
か
平
日
に
も

関
わ
ら
ず
会
場
内
は
た
く
さ
ん
の
見
学

者
が
訪
れ
大
変
な
賑
わ
い
で
し
た
。
中

で
も
最
新
技
術
を
備
え
た
作
業
機
の
実

演
や
数
千
万
円
の
価
格
が
付
さ
れ
た
超

大
型
農
機
具
に
は
参
加
者
か
ら
も
驚
嘆

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
外
、「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」や
経
路
沿

い
に
あ
る
道
の
駅
・
農
畜
産
物
直
売
所
を

見
学
し
、併
せ
て
車
窓
か
ら
の
眺
め
に
つ

い
て
も
随
時
目
を
配
り
日
頃
、見
る
機
会

の
少
な
い
道
東
方
面
の
J
A
施
設
や
農
作

物
の
作
付
け
・
生
育
状
況
を
視
察
し
、充

実
し
た
2
日
間
の
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

女
性
部
西
当
別
ブ
ロ
ッ
ク

�

研
修
旅
行

現
地
青
空
教
室
開
催

Ｊ
Ａ
北
い
し
か
り
役
員

�

道
内
視
察
研
修
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土壌診断で効率的なほ場管理と土づくりを

　最近の気象は温暖化の影響を受け、高温少雨や曇天降雨気象と偏った気象の経過から各作物に対する
生育への影響が見られるようになってきた。これら対策として各作物に対し共通するのは土壌診断並び
に土づくりによる地力対策が基本となります。

　水稲では本田の土壌診断は実施しているが、苗床のpHの測定を始め、土壌診断についてはあまり行わ
れていないのが実情です。苗床の播種後緑化期に入ってからマット、ポット育苗箱の縁から苗が褐変し
てきたとの相談が少なからずあります。原因としてpHが高くて苗立枯れ症状を呈しているものが多く見
られます。

1）pH
　「苗五分作」という言葉があるように、育苗で水稲の作柄が半分決まってしまいます。今の時期に育苗
床のpHの測定、並びに土壌診断の実施で、次年度の水稲栽培に万全を期することをお勧めいたします。
　水稲の苗はpHが高いとムレ苗発生や苗立
枯れの発生の恐れがあるため、4.5 ～ 5.0を
基準値の範囲としており、低すぎると根の伸
長が阻害されます。中苗ではマットの強度不
足、成苗は根鉢形成が阻害される恐れがあり
ます。
　北石狩地域の最近のpH測定から4.5以下
の割合が高いことが、表1からも見られるの
で、 適正範囲への酸度矯正が必要です。

2）可給態リン酸
　寒冷地水稲の初期生育に対してリン酸の施
用は重要です。これまでの積極的なリン酸施
肥により、表2からリン酸が過剰であるほ場
が北石狩においても50mg以上のほ場が多く
なっている状況にあります。
　リン酸過剰の弊害として異常褐変などが見られるようになりました。土壌診断を行い、それぞれの育
苗ハウスのリン酸量に合わせて、リン酸の施用量を増減することで良品質苗づくりに繋がります。

苗立枯細菌病：床土のpHが低い場合発生

1. 水  稲
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表 1　水稲置き床土壌診断 pH 値 22 ～ 24 年推移

 表 2　水稲置き床土壌診断リン酸値 22 ～ 24 年推移
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1）pH
　秋まき小麦ほ場の基準pHは5.5 ～ 6.0に
対して、pH5.5以下のほ場割合は最近4ヵ年
とも、8割近くにになっている状況になって
います（表3）。また、pH5.0より低いほ場
も減ってはいるが、まだ1割近く見られます。
　早急に酸度矯正の必要なほ場の割合が多く
見受けられます。
　ほ場の地力対策と合わせて、石灰資材の適
正施用によるpH障害の改善に努めてくださ
い。

　水田に比べ畑作ほ場の土壌診断は実施されているが、全体的には土壌診断の実施は減少傾向にありま
す。定期的な土壌診断の実施で各作物の品質、収量の安定維持に繋がります。特にpHを適正値に矯正す
ることで肥料の効き方が向上します。
　併せて地力維持対策を計画的に実施することで、気象の影響に大きく左右されにくいほ場づくりが出
来ます。是非、地力対策の継続的実施で土壌中の微生物を増やし、作物の生育環境の向上に努めて頂き
たいと思います。

　適正にpHを改善することで、肥料の効きが改善され、作物の生育が向上し、秋まき小麦の品質・収量
の向上につながります。これはほかの畑作物についても言えることです。特に甜菜では謙虚にその差が
見られます。

2）地力対策
　最近の気象は高温少雨や曇天降雨気象が偏って経過する傾向にあります。特に各作物で気象経過が作
物の根張りや生育への影響が随所で見られるようになっています。これら対策として、緑肥作物の栽培、
堆厩肥の施用等で地力向上に努めて頂きたいと思います。
　（1）緑肥作物

小麦の収穫後に播種する緑肥として辛神ミックス（チャガラシ）、ひまわり、キガラシ等がありま
す。後作にあわせて継続栽培することで地力の向上、並びに連作による病害の軽減（辛神ミックス）
につながります。

　（2）石灰窒素施用による麦稈の鋤きこみ
麦稈をストローチョッパー等で細断し、10 ～ 15cmの深さに砕土混和、このとき石灰窒素を添加
することで麦稈の腐熟を促進することで、地力の向上とともに土壌病害の殺菌、雑草対策に繋がり
ます。麦稈の量にあわせて石灰窒素施用を施用してください（麦稈の量100kgに対し窒素量1kg
を施用、石灰窒素20 ～ 30kg/10a）。

2. 畑作物（秋まき小麦）
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表 3　秋まき小麦ほ場の土壌 pH 推移 （平成 22 ～ 25 年）

写真 2 秋小麦の pH 障害による生育不揃いの状況 写真 3  pH が適正値にある秋小麦の生育状況
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■水田の草拾い終わりまし

た。今年の天候は農家泣か

せですね。長雨に今度は日

照りで畑は砂漠です。

（ペンネーム シングルババさん）

･････････････････････････

■初夏らしい日々が続き、

キュウリやナスもたべられ

るようになり、トマトもよ

うやく熟しはじめたと喜び

もつかの間、苦労して育て

た私や仏様より先に、カラ

スがツツキまくり初食して

いました。平然として本当

に何様のつもりでしょう。

どっとストレスがたまり、

でもあっさり捨てる事が体

のため。強い者には負ける

が勝ちかな？

（当別町 倉田 麗子さん）

･････････････････････････

■やっと来ましたね大雨。

野菜たちも大変元気に青々、

いきいきと育ってくれてう

れしいでーす。

（当別町 佐々木 ミヨ子さん）

･････････････････････････

■私の大好きなトマト！！

すくすく元気に育っていま

す。今年も沢山、頂きます。

（ペンネーム 毎日納豆さん）

･････････････････････････

■今年は、自分で初めてほ

うれん草を育てました。一

回目は中々うまくできませ

んでしたが、二回目にとて

も上手に育ちました！食べ

るのがもったいなく思いま

したが、ありがたく頂きま

した！とても美味しかった

です！感謝！！

（ペンネーム すいかさん）

･････････････････････････

■酪農家のＩさんに一年ぶ

りに会いました。「少し太っ

たんでない？」「いやー、焼

肉食べたり札幌のコストコ

から大きなティラミスを仲

間が買って来て食べたり…」

高 血 圧 友 の 会 な る も の を

作って楽しんでいるという。

あっぱれなお話でした。

（ペンネーム よもぎもちさん）

･････････････････････････

■今年の天気はなんなんで

しょう。雨が何日も続いた

と思えば、暑い天気の日が

何日も続き、バランスの良

い天気にならない。農家の

人は大変な年です。この先、

どうなるのかと思うと、不

安です。

（石狩市 永澤 節子さん）

･････････････････････････

■孫達が海水浴目的で泊り

がけで遊びに来ると、ジジ

とババは急に忙しくなりま

す。海へと出かける。プー

ルに通っているから、海に

入るのは大丈夫、泳げてい

る。砂浜から見ていても安

心だけど、貝をとってとか

小魚を捕まえてとか言われ

る、ジジは大変だ。我が子

の時より海につかっている

気がします。楽しい！！

（石狩市 山本 美代子さん）

･････････････････････････

■天候異変の今年は、長ネ

ギ、人参、夜盗虫の害が進

行中で大変です。又ハウス

内の西瓜は誰かにガッポリ

穴をあけて食され…それも2

個。犯人は不明です。

（ペンネーム プリンスメロンさん）

･････････････････････････

■麦刈りが始まり大きなコ

ンバインがとなり近所の畑

で動いている。終わるまで

雨が降らない事を祈ってい

ます。

（当別町 阿部 準子さん）

ここに寄せられたお便りの住所・
氏 名・ 年 齢 な ど の 個 人 情 報 は、
この広報誌以外で使用すること
はありません。
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9

7月26日、27日の2日間、札幌市にあるマックスバリュ八軒5条店で農産物や加工品のPR販売を行いま
した。「北いしかりを食べよう。」と書かれたのぼりを立てて、新鮮なアスパラガス・キャベツ・メロン・ピー
マン等を、職員6名が元気にPRをしながら販売しました。おすすめの食べ方や保存方法などお客さんから
の質問も多くあり、直売ならではの和やかな雰囲気の中、用意した野菜や切り花はほぼ完売しました。

また、当別産の小麦商品である「レンジでかんたん！ラーメン」や新商品の「生そうめん」等も販売し、ラー
メンの試食には多くのお客さんが足を止め、味を確かめてから購入するお客さん、「おいしい」とおかわり
する子どもがいたりと大いに賑わいました。

さらに厚田加工グループのしそジュースやトマトジュースの試飲も行っており、JA北いしかりを存分に
PRした充実の2日間となりました。尚、10月上旬には同店舗にて収穫祭を行う予定となっています。

当別産の小麦商品に生そうめんが誕生しました。当別産小麦「きたほな
み」を100%使用しており、7月より販売を開始しています。調理時間の目
安は1分で手軽に召し上がれます。暑い夏を乗り切るためにおすすめです。

また、ゆずを練りこんだタイプの生そうめんも同時に登場しています。
練りこんでいるゆずは、当別町の姉妹都市である愛媛県宇和島産のもの
を使用しています。当別産の小麦の風味にプラスして、ゆずの爽やかな
香りも感じられます。こちらもおすすめ商品ですので、是非ご賞味下さい。

組合員　各位

「規制改革における農協改革」・「JAグループ北海道 改革プランの策定」に
 係る組合員向けリーフレットのご案内について

　この度、政府は「規制改革実施計画」を閣議決定し、期限を定めて実現を図るとしております。このこと
を踏まえJAグループ北海道では独自の「改革プラン」（仮称）の策定に取り組むことを先に開催した全道農
協組合長会議にて決議致しました。
　今回、掲載した資料はこの取組を広く組合員の皆さんにご理解頂くために「JAグループ北海道 改革プ
ラン会議」が作成したものです。ご覧頂き今後、ご意見ご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

北石狩農業協同組合

● 当別産小麦商品の販売店
　・当別町ふれあい倉庫 ・西当別支所金融店舗
　・当別観光情報プラザ（FIKA） ・つじの蔵

1.マックスバリュ八軒5条店でのJA北いしかりPR販売

2.当別産小麦商品紹介（当別産小麦きたほなみ100%生そうめん）

ご　案　内

販売された新鮮な野菜たち

当別産小麦きたほなみ 100% 生そうめん
1 袋（160g 入り）　170 円（税込）

※愛媛宇和島産ゆず入りタイプも同価格で販売中

ラーメンの試食には多くのお客さんが足を止めましたPR 販売ブースの様子

「北いしかりを、もっと　　 よう。」食べ
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① パズルのこたえ

② 〒・住所

③ 氏　　名

④ 年　　齢

⑤  意見や要望、身近
にあった出来事な
どの情報をお寄せ
下さい。紹介させ
ていただきます。

郵便はがき

〒061-0295
52

石
狩
郡
当
別
町

　
　
　
　

錦
町
53
番
地
57

J
A
北
い
し
か
り

　
　
　
　

企
画
管
理
課 

行

【応募方法】
● 氏名や住所を伏せたい場合は、その旨ご記入願います。
● ファックス・Eメールによる応募も受付いたします。

　 FAX ： （0133）22-2615
　 Eメールアドレス ： kanri03@ja-kitaishikari.or.jp

【締切日】
平成26年8月25日（月）到着分まで

【賞　品】
正解者の中から抽選で5名の方へJA全国共通商品券（1,000円）をさしあげます。

この予定表は日程など都合により変更になる場合があります。カッコ内は問い合わせ先です。

JAの予定表

ク ス ーロ ワ ド パズル 二重マスの文字を
A 〜 E の順に並べてできる
言葉はなんでしょうか？

　今回12名の応募の中から、抽選の結果次の5名の方々が
当選しました。おめでとうございます。

当別町／佐々木 ミヨ子さん ペンネーム／よもぎもちさん
ペンネーム／シングルババさん ペンネーム／毎日納豆さん
ペンネーム／プリンスメロンさん

タテのカギ
 1 ……生のままの魚を味わいます
 3 ……頭から潮を吹く海の生き物
 5 ……金魚はこの魚を品種改良したもの
 6 ……ーで作業したかいあって朝には完成した
 7 ……「おはよう」「こんにちは」「さよなら」など
 9 ……正確ーの一撃
 11 ……神社で玉串に使ったり、神棚に供えたり
 13 ……少しずつ夏の暑さを忘れていく季節
 15 ……流行の服を着て店頭に立ちます
 17 ……フリーザーを開けると出てきます
 19 ……この帽子、ーが広いから日差しを避けるのにぴったり
 20 ……出雲大社や石見銀山がある県
 21 ……はがきの表の中心に書くもの

ヨコのカギ

1 7 13 20

2 11 14 17

8 11 18

6 15

3 12 21

9 16 19

10

E

C

B

4

A

5

 1 ……美しい青色をした、9 月の誕生石
 2 ……剣道をするとき手に持つ物
 3 ……土足禁止の所で脱ぎます
 4 ……果物と砂糖を煮て作ります
 6 ……マグロの赤身を入れた巻きずし
 8 ……パンダがよく食べる物
 10 ……マンジュシャゲともいう花
 12 ……臼の相方
 14 ……雲のーから日の光が差す
 16 ……郵便料金分をぺたりと貼ります
 18 ……米が実ります

7月号の答え・当選者

8 月

中旬
■戸田記念墓地公園農産物直売　8/9 ～ 14（厚田支所）
■はなポッケ平日営業　8/13 ～ 14（農畜産課）

下旬
■さん・産フェスタ 2014　8/23（本所）
■ひまわり収穫祭　8/30 （西当別支所）

A
フ

B
ウ

C
リ

D
ン
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北海道地方の気温　・降水量北海道地方の気温　・降水量
３か月予報３か月予報

向こう３か月の予想

月別の予想

気温 降水量

月

平年の日数
札幌(日本海側)
網走(オホーツク海側)
釧路(太平洋側)

晴れ 降水

月

平年の日数
札幌(日本海側)
網走(オホーツク海側)
釧路(太平洋側)

晴れ 降水

（晴れ日数：日照率が40%以上の日数 降水日数：日降水量が1mm 以上の日数）

月

平年の日数
札幌(日本海側)
網走(オホーツク海側)
釧路(太平洋側)

晴れ 降水

日本海側

太平洋側

オホーツク海側

404020 少 並 多

30 30 40

少 並 多

30 30 40

少 並 多

30 30 40

8

9

10

気温

8〜10月

平成26年7月25日　札幌管区気象台

気温

気温

15.4
15.0
10.9

16.5
16.7
14.3

16.7
17.8
19.6

8.5
9.3
9.5

9.7
10.4
9.6

11.7
9.1
6.9

天気は数日の周期で変わりますが、気圧の
谷や低気圧の影響を受けやすいため、平年
に比べ曇りや雨の日が多いでしょう。

平年と同様に低気圧と高気圧が交互に通り、
天気は数日の周期で変わるでしょう。

平年と同様に低気圧と高気圧が交互に通る見込みで
す。日本海側では、期間の前半は天気は数日の周期
で変わり、期間の後半は曇りや雨の日が多い見込み
です。オホーツク海側・太平洋側では、天気は数日
の周期で変わり、晴れの日が多いでしょう。

低 並 高

低 並 高

304030

低 並 高

404020

404020

日本海側

太平洋側

オホーツク海側
降水量

少 並 多

30 40 30

少 並 多

30 40 30

少 並 多

30 40 30

日本海側

太平洋側

オホーツク海側
降水量

少 並 多

30 40 30

少 並 多

30 40 30

少 並 多

30 40 30

日本海側

太平洋側

オホーツク海側
降水量

少 並 多
20 40 40

少 並 多
20 40 40

少 並 多
20 40 40

低 並 高

〈
第
7
回
理
事
会
〉

　

7
月
18
日
午
後
3
時
00
分
よ
り
、
本
所　

第
1
会
議
室
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

議　

事

議
案
第
1
号　

 

第
1
四
半
期
定
期
監
査
（
課
題
・
検
討
事
項
）
に

対
す
る
回
答
（
案
）
に
つ
い
て

議
案
第
2
号　

 

職
制
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
3
号　

 

組
合
長
お
よ
び
常
勤
理
事
に
係
る
職
制
に
関
し
規

程
類
の
職
制
を
読
み
替
え
る
こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
4
号　

 

公
用
印
管
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
5
号　

 

財
務
管
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
6
号　

 

外
部
出
資
の
処
分
に
つ
い
て

議
案
第
7
号　

 

経
営
定
期
点
検
実
施
要
領
の
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
8
号　

 

ホ
ク
レ
ン
ト
ラ
ッ
ク
事
業
に
係
る
経
済
預
け
金
の

拠
出
に
つ
い
て

議
案
第
9
号　

 

組
合
員
の
出
資
持
分
譲
渡
に
つ
い
て

報
告
事
項

（
1
） 

各
事
業
報
告
及
び
財
務
報
告
（
平
成
26
年
6
月
末
）

（
2
） 

組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

理
事
会
報
告

訂正とお詫び

　7月号4ページの1段目本文6行目、
加藤利之さんの圃場となっておりまし
たが、実際には［加藤博典さんの圃場］
でした。
　また、 11ページの理事会報告では、
追加議案の議案第12号地区特任理事
の選任について、議案第13号各種専
門委員会構成の変更について、議案
第14号理事の順位について、記載が
漏れておりました。
　訂正してお詫び致します。
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